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会長 染谷 義一 
皆さんこんにち

は。例会にお集まり
いただき大変ありが
とうございます。ま
た Zoom でご参加頂
いている会員の皆様
も大変ありがとうご
ざいます。ガンちゃ
んもご出席ありがと
うございます。 
先日の例会では林

先生、立山委員長、
心温まる手作り例

会、大変ありがとうございました。 
埼玉県は県民の健康を考え、６月 20 日までで

ありました、まん延防止等重点措置期間を７月 11
日まで延長致しました。酒類に関しては制限を緩
めて、午後７時までであればご提供できるように
なりました。予定通り次回の最終例会は開催致し
ますが、１時間繰り上げての開催となり、午後５
時から始めさせていただきます。お間違いのない
ようにお願い致します。 
本日の例会は、クラブ協議会であります。この

一年間の活動を各部門から発表していただきま
す。このような環境下でしたので、予定しており
ました委員会活動が出来なかったことと思います
が、それぞれの部門が出来る限りの活動をして頂
けたと思っております。会員の皆様に於かれまし
ては、この一年の総括をお聞き頂ければと思いま
す。 
また先週の木曜日に事務局さんから会員皆様へ

ご案内があったと思いますが、東京オリ・パラ事
業がテレ玉さんに取り上げていただき、先週の木
曜日（6/17）17:45 からの「ニュース 545」で放送
されました。また昨日（6/20）埼玉新聞にも記事
が掲載されましたのでご報告申し上げます。 
残り二例会でございますが、最後までご協力を

頂きますようお願い申し上げ、会長挨拶とさせて
いただきます。ありがとうございました。 

 
 
 
 
【本日のリーダー】   

 
島袋 博昭 会員  
 
 
 

 
■2021 学年度米山記念奨学生 
グェンティガン さん 

 
 
 

    幹事 荒井 理人 
皆さまこんにちは。幹事報告を行
います。本日は、事業総括となっ
ております。担当部門委員長の皆
さまは、宜しくお願いします。発
表されました原稿をペーパーでお
持ちの場合には、本日事務局ま
で、また、お持ちで無い場合に
は、帰社されてからメールにて事
務局まで送ってください。本日 
も、宜しくお願いします。 

 
 
 
■親睦委員会 副委員長  
 小林 又次郎 
今年度は、企画していたことがで
きず残念でした。 
来週の最終夜間例会は、17：00 か
ら例会、17：50 から懇親会です。 
■財団支援部門 部門委員長 藤嶋 剛史 

・べネファクター、おひとりは染谷会
長に、もう一方は中谷輝彦会員にお願
いしました。ここにご報告します。 
・当 RC 元米山奨学生の金 正録さんに
第二子であるご長男が生まれました。
皆様からお祝いをいただけたらと、今
日も募集しています。 

会 長 挨 拶 

米山記念奨学生紹介 岡部 勉 SAA 
 

ロータリーの目的・四つのテスト 

幹 事 報 告 

委員長報告 
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◆プログラム委員会◆  
  委員長 小林 政良 
会長直下の単独委員会として 1 年間、活
動して参りました。  
年に４回の大型卓話では、外部より著名
人を招きました。第１回は経済ジャーナ
リストの須田慎一郎氏、第２回はジャー
ナリストの鈴木哲夫氏、第３回は仮想通貨スペシャリス
トの松岡誠氏、第４回は女流棋士の矢内理絵子氏と多方
面から卓話者を招きました。その他、元プロ野球選手の
石毛宏典氏やぶぎん地域経済研究所の土田浩氏、栄養・
健康コンサルタントの柴田桂氏、など多数の方々にもお
越しいただきました。 
印象に残っているのが、このコロナ禍で、コロナの担当
医である先生をお呼びして卓話をいただいたのですが、
その病院で 1 か月後、クラスターが発生してしまい非常に
焦ってしまったという記憶です。この情勢ならではの出
来事でした。 
会員卓話も川井会員の民法改正による卓話、イニシエー
ションスピーチ、リモートでの近況報告など、沢山の会
員に卓話をいただきました。卓話をしていただいた方、
有難うございました。 
 
◆クラブ管理運営部門◆  
部門委員長 新井 清太 
親睦委員会の各種企画にご協力いただきあ
りがとうございました。研修委員会はクラ
ブ内研修会が１回だけの開催となりました
が、新たにイニシエーションスピーチを担
当いたしました。出席委員会では、当初オ
ンラインメークアップも企画していましたが残念ながら
実現しませんでした。各委員長さん大変ご苦労様でし
た。皆様１年間ありがとうございました。 
 

■出席委員会 委員長 小岩 淳一 
コロナ禍でしたが、いつも沢山の方のご
出席、ありがとうございました。どうす
れば出席率を上げられるか？と考えた事
もありましたが、こういう状況では無理
は出来ませんでした。一年間、ありがと
うございました。 

 
■会員研修委員会 委員長 矢部 正博 
会員に、より深く RC の活動を理解していただくために、
令和２年 12 月７日、クラブ RLI を内山副会長と小沢エレ
クトを講師にお迎えし、多数の参加者のもとディスカッ
ション形式で実施。大変有意義な研修となりました。新
会員研修会は、廿野会員に講師をしていただきました。 
さらに今年は、イニシエーションスピーチの手配をし、
８人の新会員の方に対面と Zoom にてスピーチをしていた
だきました。普段の例会では、知りえない新会員の方の
生い立ちや、信念、会社概要など知ることができ相互理
解につながりました。 
 
■親睦委員会 委員長 風岡 淳一 
今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響の中での
例会開催となり、特に親睦委員会にとっては困難が伴う
一年となりました。が、皆様のご協力のおかげ様で、感
染拡大防止対策を万全に施しながら、全て予定通り開催
することができる見込みです。御礼申し上げます。 
まず、会員誕生日祝いを毎月第一例会に行い、会員全員
にクオカードを贈呈しました。親睦旅行例会は、令和２
年 10 月 25 日～26 日一泊二日で磯部温泉「舌切雀のお宿 
磯部ガーデン」に行きました。参加者は 16 名と例年より
少人数でしたが、参加者同士裸の付き合いを行い、親睦
を深めました。そして、クリスマス例会（懇親会）は令
和２年 12 月 21 日 18：00～20：00 パレスホテル大宮で、
フランス料理を味わいながら、デュオ演奏、タヒチアン
ダンスショー、景品抽選会を行いました。参加者は 58 名

（会員 46 名、ご家族９名）で、通常の例会とは違う雰囲
気を共有し親睦を深めることができました。 
また、令和３年６月 28 日 17：50～19：20、パレスホテル
大宮で最終例会（懇親会）を予定。６月 23 日の時点で参
加者は 68 名（会員 58 名、ご家族５名）となっています。 
 
◆広報・公共イメージ（環境問題含む）部門◆  
部門委員長 石丸 主憲 
今年度は環境問題意識向上委員会が
新しく組織され、手探りではありま
すがなんとか担当例会も滞りなく開
催する事ができました。また、Zoom
例会や対面例会などイレギュラーな
事も多かったのですが、「ロータリ
ーの友」への投稿も行い、公共イメ
ージ部門としてやるべき事はできた
のかなと思います。 
 
■環境問題意識向上委員会 委員長 押野 一郎 

大宮西 RC では、いちはやく環境を意識し
昨年この委員会を立ち上げました。SDGs
を意識して CO2 削減を目標としました。具
体的には３回の会議を通じ、廃棄牛乳パッ
クを会員全員より回収、ロータリー名刺を
製作しようとしました。コロナの影響で再
生紙ではなくなったものの、作成された名
刺に点字を付すことは叶いました。ロータ

リー財団が提唱している“世界で良いことをしよう”と
いう内容には応えられたかと感じています。 
 
■公共イメージ向上委員会  
委員長 山崎 一祥 
当委員会の担当は、対内的な作業は、
例会風景を撮影し週報に提供するこ
と、対外的な作業としては、ホームペ
ージの更新と SNS での発信、という内
容でした。それに伴い、委員会の方針
で公共のイメージを向上させる！などと大きなことを謳
ってしまいましたが、コロナ禍ということもあり、結局
何もできずに時が過ぎてしまいました。とは言え、Zoom
例会など、新しく画期的なものが多々あり面白い撮影も
できました。私の不得意なことや人手が足りないことが
あったり多少の苦労もありましたが、そんな時は事務局
の力をお借りして、何とかやり繰りいたしました。今年
度に成しえなかったことは、次年度以降へと引き継いで
いただけたら幸いと存じます。任務を無事に終えること
ができそうです。一年間、ご理解・ご協力ありがとうご
ざいました。 
 
■雑誌・会報委員会 委員長 榎本 貞寿 

委員全員が各２回ずつ、工夫を凝らしわか
りやすい「ロータリーの友」の解説に努め
てまいりました。週報も、事務局のご協力
のもと、毎月活動内容の報告と周知が出来
ました。配布物のポストイン等地道な仕事
もありましたが、委員の皆様のご協力によ
りつつがなく務めることが出来ました。至
らぬところもあったかと思いますが、１年

間有難うございました。 
 
◆会員増強維持部門◆  
部門委員長 福田 和子 
コロナ禍でありながら皆様の多大な協
力で新会員が入ってくださり、また各
企業の転勤・退社による入れ替わりも
ありましたがロータリーを引き継いで
いただき、誠に有難う御座います。紹
介者の方に御礼申し上げます。17 名入会、退会等入れ替
わり 12 名、純増５名でした。純増 10 名を達成できなくて
申し訳御座いませんでした。皆様は、歴史ある大宮西 RC
の会員のひとりです。ひとりひとりがロータリーの素晴
らしさを感受し、大宮西 RC でなくては出来ない事業の
為、来年も会員増強維持を宜しくお願いします。 

クラブ協議会 
 
 
 
 



 

■会員選考委員会委員長 田口 修身    
（Zoom 参加） 
新会員の候補者は皆さん立派な方ばかり
で、新しいメンバーになっていただいてよ
かったと思います。ワクチン接種も進んで

いるようで、早く皆さんと顔を合わせたいと思っていま
す。 
 
◆財団支援部門◆  
  部門委員長 藤嶋 剛史 
財団支援部門は寄付金募集と理解促進が
主な仕事です。当会では会費から財団・
米山への寄付をしているため、別途寄付
を募っていませんでした。しかし、以
前、高橋誠一パスト会長が米山寄付について、「会費から
取っていても募集案内はしなければいけない」と仰って
いたこともあり、今年度は米山寄付について大々的に募
集いたしました。 
日本のロータリー100 周年を記念し“皆で米山寄付功労者
になろう”というキャンペーンを行い、皆様のご協力で
３月のガバナー月信で 58 名が表彰され、本年度は地区で
過去トップクラスの寄付実績となり、４月より優秀な奨
学生を迎えることが出来ました。米山では、寄付の実績
が単に世話クラブになるだけでなく、どんな学生がくる
かにも影響しますし、理解促進のためにも、ぜひ寄付増
進の工夫を継続して頂ければと思います。 
 

■ロータリー財団委員会  
  委員長 竹内 雅人 
一年間、大変お世話になりありがとうござ
いました。少しでもロータリーについてご
理解いただきたいと、地区より荒蒔良和 
資金推進委員会委員長をお呼びし卓話して
いただきました。 
地区では財源が厳しくなっているようで

す。べネファクターとして中谷輝彦会員より寄付をいた
だいたようで、ありがとうございました。次年度も、ク
ラブでもう一年間財団関係に携わらせていただくことに
なりました。さいたま市ではワクチンも来月から接種で
きそうなので、福田年度は対面で例会出席させていただ
きたいです。 
 
■米山記念奨学委員会  
 委員長 円谷 友香 
皆様、多大な寄付、ご協力をありがとうご
ざいました。おかげさまで、優秀な米山記
念奨学生 ガンちゃんを迎え入れることが
できました。 
今年度は、コロナ禍で奨学生のディルバさんとの交流が
図れず残念だったのですが、米山バス旅行では良い思い
出を作ってくれたことと思います。ディルバさんは来年
３月に卒業予定です。５月のビザの期限までに就職など
できるよう、学友となっても見守ってまいりたいと思っ
ています。 
 
◆奉仕部門◆  
  部門委員長 井上 勝美 
奉仕部門は、職業奉仕委員会・小島委
員長、社会奉仕員会・吉田委員長、国
際奉仕委員会・新藤委員長、シスター
クラブ委員会・立山委員長、４委員会
にて、年度計画書に基づき運営して参
りました。南投 RC との調印式、台湾
国際大会参加、タイバンコク・スリウォン RC 訪問、ラオ
フレンズ小児病院を訪問できず残念でございました。１
年間ありがとうございました。 
 
■社会奉仕委員会 委員長 吉田 浩士 
さいたま市児童養護施設カルテット様へ扇風機 28 台の寄
贈と、埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園様へ 65 インチ
TV モニター一式の寄贈を行いました。また、カルテット
の福田施設長様と大宮ろう学園の桑原校長先生に卓話に
お越しいただき、各施設の概要と寄贈品の活用状況につ
いてお話を頂きました。 

これらの事業を通し、会員への社会奉仕
の目的と必要性への理解を深め、地域の
方々の生活の質の向上と安らぎのある社
会への発展に、微力ながら貢献できたの
ではないかと考えております。活動に関
わって頂きました皆
様に感謝を申し上げ
ます。 
 

■国際奉仕委員会  
  委員長 新藤 栄介 
今年で６年目となるラオフレンズ小児
病院の支援をさせて頂きました。支援
の内容は、世界的なコロナ禍での病院
運営を円滑にするため、オンライングループビデオ会議
システムの機材一式を寄贈。そして、３月 21 日、そのシ
ステムを用いて、パレスホテルの例会場とラオスの病院
とをリモートで繋いだ合同例会を開催しました。当日
は、対面と Zoom のハイブリッド例会でしたが、合計 55
名の会員の皆様にご参加戴き、現地スタッフと交流を図
る事が出来ました。また、赤尾さんの卓話・現地とのリ
モートも予定よりも早めに終了してしまい焦りました
が、染谷会長のご配慮で荒井伸夫・髙橋秀樹両パスト、
竹内雅人会員による過去の現地訪問の思い出話などが聞
けて、よりリアルな雰囲気を感じる事が出来たと思いま
す。 
次年度は、語学の堪能な会員が委員長をされると聞いて
おりますので、より細やかな国際奉仕事業ができるもの
と期待しております。一年間どうもありがとうございま
した。 
 
■職業奉仕委員会  
  委員長 小島 徹 Zoom 参加 
４月４日、（株）セレモニー・金田会員
の新スタイルの結婚式場「ステラ・デ
ル・アンジェロ」にて移動例会を行いま
した。金田会員、ありがとうございました。 
 
■シスタークラブ(国際大会参加推進含む)委員会  
 委員長 立山 英樹 
６月 14 日姉妹クラブ交流の歴史探索例会「南投 RC との
姉妹クラブ交流の歴史を探索」として第 18 代パスト会長
の林先生に卓話いただきました。ありがとうございまし
た！南投 RC 様よりビデオレターもございました。 
 
◆青少年奉仕部門◆ 部門委員長 川井 理砂子 

コロナ禍で国際的な交流事業が中止と
なり、無力感が募りました。横溝委員
長には地区での経験を活かしサジェス
チョンいただき、とりわけ、交換留学
生の経験を持つ OB・OG の集まりに参
加できたことは貴重な体験でした。 
４月には、青少年奉仕委員会 坂本委員
長とともに担当例会を実施。元会員の

小峯さん、藤池パストにホストファミリーの経験を語っ
ていただきました。次年度は横溝委員長が部門委員長を
務めてくださいます。皆様、引き続きよろしくお願いし
ます。 
  
■インターアクト委員会 委員長 横溝 一樹 
インターアクト活動の支援及び活動内容の案内や周知を
行うべく活動して参りましたが、コロナウイルス感染症
拡大の影響により主要な事業の多くが中止を余儀なくさ
れました。そのような状況で、インターアクトクラブと
して支援している埼玉栄高等学校吹奏楽部の定期演奏会
が一年ぶりに開催され、また会員の皆様に平年と変わら
ぬお申し込みを頂き、次年度の活動に
つながる明るい材料となりました。一
年間インターアクト委員会にご理解、
ご協力頂きましてありがとうございま
した。引き続きご支援をよろしくお願
い申し上げます。 



 

◆東京オリ・パラ特別委員会◆ 島村 まり子 会員 
大宮ソニックシティ地下１階壁面
に、フロアサインを掲示しました。
デザインは藤池誠治会員の会社
「(株)デサン」にお願いしました。
貼る為の許可取りや文書作成の面で
は、新藤信夫会員にご尽力いただき
ました。さいたま市からゴーサイン
が出て、６月 14 日に貼り終えまし
た。藤嶋剛史会員にチラシを作って

いただき、副委員長の坂田勝彦会員が記者クラブへポス
ティングし、土屋隆弘会員は 15 校の学校へ配布してくだ
さっています。6/17 にテレ玉の「ニュース 545」でオンエ
アされ、6/20 は埼玉新聞に取り上げてもらいました。 
これからも、皆さんと一緒に盛り上げていけたらと思っ
ています。 

 
 
 

 
※大宮西ロータリークラブでは、例会時、体温の測定、手指消毒の施

行、マスク着用による感染予防に努めております。集合写真撮影の際

は、話をすることなくマスクなしでの画像も撮影しております。 
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